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雛

■
個
性
・
主
体
性
重
視

　
数
多
く
の
選
択
科
目
の
中
か
ら
興
味
の
あ
る

　
科
目
を
選
ん
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嫉
、
灘

　
と
が
で
き
ま
す
。

■
ゆ
と
り
あ
る
教
育

　
規
程
以
上
の
単
位
修
得
で
卒
業
で
き
ま
す
。

　
少
人
数
教
育
、
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
等
で
．
．

　
ゆ
っ
く
り
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

■
入
試
制
度

　
50
％
以
内
の
推
薦
入
学
枠
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縫

　
　
一
般
入
試
は
、
出
願
時
に
本
人
が
申
し
出
た

　
2
教
科
の
配
点
が
そ
れ
ぞ
れ
㎜
点
、
他
の
3

　
教
科
の
配
点
が
そ
れ
ぞ
れ
50
点
の
説
点
満
点

　
と
な
り
ま
す
。

畠
、

校
名
十
日
町
総
合
高
等
学
校
（
仮
称
）

一
』

　
文
部
省
は
普
通
科
、
専
門
学
科
に
次
ぐ
第
3
の
学
科
、
「
総
合
学
科
」
の

設
置
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
総
合
学
科
は
、
生
徒
の
興
味
・
関
心

の
多
様
化
、
産
業
・
就
業
構
造
の
変
化
、
偏
差
値
偏
重
教
育
へ
の
反
省
な

ど
、
新
し
い
時
代
に
対
応
す
る
た
め
に
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

　
昨
年
1
2
月
、
総
合
学
科
の
候
補
に
は
、
複
数
の
科
が
あ
る
十
日
町
実
業
、

栃
尾
、
六
日
町
女
子
、
新
井
の
4
校
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
う
ち

2
年
前
か
ら
学
校
改
革
を
独
自
に
研
究
し
て
き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
十

日
町
実
業
高
校
に
設
置
が
決
ま
り
ま
し
た
。

県
内
初
の
総
合
学
科

　
文
部
省
が
高
校
改
革
の
目
玉
と
し
て

い
る
圏
総
合
学
科
」
が
来
年
度
、
県
内

で
初
め
て
十
日
町
実
業
高
校
に
導
入
さ

れ
ま
す
。
普
通
科
、
専
門
学
科
（
職
業

学
科
）
に
次
ぐ
第
3
の
学
科
で
あ
る
総

合
学
科
設
置
は
、
臨
教
審
（
臨
時
教
育

審
議
会
）
と
第
1
4
期
中
央
教
育
審
議
会

の
答
申
に
添
っ
て
文
部
省
が
導
人
を
決

め
た
も
の
で
す
。
明
治
と
昭
和
2
2
年
の

学
制
改
革
に
次
ぐ
歴
史
上
3
番
目
の
改

革
と
な
り
ま
す
。
昨
年
度
は
、
全
国
7

校
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

七
つ
の
科
目
群
か
ら
構
成

　
十
日
町
実
業
高
校
は
現
在
、
農
業
科
、

色
染
化
学
科
、
繊
維
工
学
科
、
家
政
科
、

被
服
科
の
5
学
科
で
す
。
来
年
度
以
降

は
、
総
合
学
科
の
み
の
募
集
と
な
り
ま

す
。
人
文
科
学
、
自
然
科
学
、
健
康
福

祉
、
生
物
生
産
、
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
、

ア
パ
レ
ル
デ
ザ
イ
ン
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
7

つ
の
科
目
群
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
科

目
群
と
い
う
の
は
関
連
す
る
科
目
を
ま

と
め
た
も
の
で
、
科
目
選
択
の
目
安
と

な
る
も
の
で
す
．

履
修
科
目
を
個
々
に
選
択

　
総
合
学
科
の
第
1
の
特
色
は
、
幅
広

く
開
設
さ
れ
た
多
様
な
普
通
科
目
及
び

専
門
科
目
か
ら
、
自
己
の
興
味
や
関
心

に
基
づ
い
て
履
修
す
る
科
目
を
個
々
に

選
択
で
き
る
こ
と
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
時
間
割
を

つ
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
際
、
二
つ
以
上
の
科

目
群
に
ま
た
が
っ
て
科
目

を
選
択
し
て
も
良
い
し
、

一
つ
の
科
目
群
だ
け
か
ら

の
選
択
も
で
き
ま
す
。
そ

の
点
が
コ
ー
ス
制
と
異
な

る
点
で
す
。
ま
た
、
ユ
ニ

ー
ク
な
自
由
選
択
科
目
群

も
あ
り
、
大
き
な
魅
力
と

な
り
ま
す
。
生
徒
が
科
目

を
選
択
し
、
時
間
割
を
つ

く
る
指
導
と
し
て
は
、
陶
産

業
社
会
と
人
間
」
と
い
う

科
目
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
将
来
の
職
業
選
択

2



を
視
野
に
い
れ
た
、
自
己
の
進
路
決
定

へ
の
自
覚
を
深
め
さ
せ
る
授
業
が
行
わ

れ
ま
す
．

ゆ
と
り
あ
る

　
　
　
教
育
を
目
指
し
て

　
総
合
学
科
第
2
の
特
色
は
、
ゆ
と
り

あ
る
教
育
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

規
程
以
上
の
単
位
修
得
で
卒
業
で
き
、

選
択
授
業
が
多
く
な
る
の
で
、
小
人
数

授
業
の
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
生
徒
の
意
見
を
採
り
入
れ
て
、
制
服

の
変
更
も
行
わ
れ
ま
す
。
十
日
町
実
業

高
校
で
は
、
新
し
い
十
日
町
総
合
高
校

の
設
置
に
向
け
て
、
全
校
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
連
日
研
究
・
協
議
を
行
っ
て

い
ま
す
。

A
”
ね
え
、
総
合
学
科
っ
て
知
っ
て
る
？

B
”
言
葉
は
聞
い
た
こ
と
あ
る
け
ど
、

　
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

A
＆
B
”
あ
っ
、
も
の
し
り
仙
人
だ
。

　
い
ま
、
総
合
学
科
の
話
を
し
て
い
た

　
ん
で
す
。
け
れ
ど
も
、
2
人
と
も
よ

　
く
知
ら
な
い
ん
で
す
。
教
え
て
く
だ

　
さ
い
。

〆

ものしり仙人

仙
”
そ
う
か
。
総
合
学
科
と
い
う
の
は
、

　
普
通
科
・
専
門
学
科
に
代
わ
る
第
3

　
番
目
の
学
科
と
し
て
新
し
く
で
き
た

　
学
科
な
ん
じ
ゃ
。
ま
あ
、
一
言
で
い

　
え
ば
「
選
択
科
目
が
た
く
さ
ん
あ
っ

　
て
、
そ
の
中
か
ら
自
分
が
や
り
た
い

　
と
思
う
科
目
を
選
ん
で
学
習
で
き
る
」

　
と
い
う
の
が
大
き
な
特
色
じ
ゃ
の
う
。

A
”
選
択
科
目
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
は

　
い
い
け
ど
、
何
を
選
べ
ば
い
い
か
迷

　
っ
ち
ゃ
う
な
あ
。

仙
“
そ
う
言
う
じ
ゃ
ろ
う
と
思
っ
た
。

　
科
目
選
択
の
目
安
と
な
る
よ
う
に
「
科

　
目
群
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
ん
じ
ゃ

　
よ
。

B
”
「
科
目
群
」
っ
て
？

生徒B

仙
”
関
連
の
あ
る
科
目
を
ひ
と
ま
と
め

　
に
し
た
も
の
が
「
科
目
群
」
じ
ゃ
。

　
健
康
福
祉
科
目
群
に
は
体
育
や
看
護

　
な
ど
に
関
連
す
る
科
目
が
ま
と
め
ら

　
れ
て
お
る
し
、
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科

　
目
群
に
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
機
械
・

　
電
気
に
関
連
す
る
科
目
が
ま
と
め
ら

　
れ
て
お
る
わ
け
じ
ゃ
。

B
H
じ
ゃ
、
「
科
目
群
」
っ
て
、
い
ま
ま

　
で
の
高
校
で
い
う
と
農
業
科
と
か
被

　
服
科
み
た
い
な
も
の
な
ん
で
す
か
。

〆

ものしり仙人

仙
“
な
か
な
か
い
い
と
こ
ろ
に
気
が
つ

　
い
た
が
、
そ
う
で
は
な
い
ん
じ
ゃ
。

　
い
ま
ま
で
の
高
校
で
は
農
業
科
の
生

　
徒
は
農
業
の
勉
強
だ
け
を
し
て
き
た

　
わ
け
じ
ゃ
。
と
こ
ろ
が
、
総
合
学
科

　
で
は
、
2
つ
以
上
の
科
目
群
の
中
か

　
ら
科
目
を
選
ぶ
こ
と
も
で
き
る
ん
じ

　
ゃ
。
も
ち
ろ
ん
、
1
つ
の
科
目
群
だ

　
け
か
ら
選
ん
で
も
よ
い
ぞ
。
わ
か
る

　
か
な
。

A
”
は
い
、
わ
か
り
ま
し
た
。
「
体
育
が

　
好
き
で
デ
ザ
イ
ン
に
も
興
味
が
あ
れ

　
ば
、
体
育
に
関
係
す
る
科
目
も
デ
ザ

　
イ
ン
に
関
係
す
る
科
目
も
選
ぶ
」
っ

　
て
い
う
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
よ
ね
。

の

生徒A

仙
”
そ
の
通
り
。

B
口
い
と
こ
か
ら
「
大
学
生
は
自
分
で

　
時
間
割
を
作
る
ん
だ
」
っ
て
聞
い
た

　
ん
で
す
が
、
な
ん
だ
か
そ
れ
に
似
て

　
い
ま
す
ね
．

仙
”
だ
ん
だ
ん
わ
か
っ
て
き
た
よ
う
じ

　
ゃ
な
。
B
君
は
機
械
い
じ
り
が
趣
味

　
な
ん
じ
ゃ
か
ら
、
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス

　
科
目
群
の
科
目
を
た
く
さ
ん
選
べ
ば

　
い
い
じ
ゃ
ろ
う
。

A
H
い
い
な
あ
、
得
意
な
も
の
が
あ
る

　
人
は
。
私
、
自
分
が
何
が
得
意
な
の

　
か
も
分
か
ら
な
い
か
ら
、
総
合
学
科

　
に
は
向
い
て
い
な
い
の
ね
。

　
ノ孫

　
　
　
（

　
　
　
　
／
　
就

　
　
　
　
陥
》

￥
物

ものしり仙人

仙
”
そ
れ
は
違
う
ぞ
。
や
り
た
い
こ
と

　
が
よ
く
分
か
ら
ず
に
迷
っ
て
い
る
人

　
こ
そ
、
総
合
学
科
に
向
い
て
い
る
と

　
も
い
え
る
ん
じ
ゃ
。
「
産
業
社
会
と
人

　
間
」
と
い
う
科
目
を
学
ぶ
こ
と
で
、

　
自
分
に
何
が
向
い
て
い
る
の
か
を
見

　
つ
け
る
こ
と
も
で
き
る
ん
じ
ゃ
か
ら

　
な
。

A
”
そ
の
「
産
業
社
会
と
人
間
」
っ
て

　
い
う
の
は
何
で
す
か
？

仙
”
1
年
次
に
全
員
が
学
ぶ
科
目
じ

　
ゃ
。
そ
こ
で
、
現
代
の
社
会
や
職
業

　
に
つ
い
て
幅
広
い
知
識
を
身
に
つ
け
、

　
自
分
で
2
年
次
、
3
年
次
の
科
目
選

　
択
が
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
す
る
、

　
そ
れ
が
「
産
業
社
会
と
人
間
」
じ
ゃ
。

　
さ
て
、
こ
ん
な
も
ん
で
ど
う
じ
ゃ
ろ

　
う
。
わ
か
っ
た
か
な
。

A
＆
B
H
は
い
、
総
合
学
科
が
ど
う
い

　
う
も
の
か
、
少
し
は
わ
か
っ
た
気
が

　
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

　
た
。

生徒A
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十
日
町
地
域
高
等
教
育
機
関
設
立

　
　
十
日
町
地
域
高
等
教
育
機
関
設
立
・
誘
致
協
議
会
（
会
長
白
川
勝
彦
衆

　
議
院
議
員
）
が
、
十
日
町
市
、
中
魚
沼
郡
3
町
村
、
松
代
町
、
松
之
山
町

　
の
6
市
町
村
の
官
民
が
一
体
と
な
っ
て
発
会
し
ま
し
た
。
今
後
協
議
会
で

　
は
、
調
査
、
研
究
、
情
報
収
集
を
行
い
、
設
立
・
誘
致
に
向
け
た
運
動
を

　
展
開
す
る
予
定
で
す
。

6
市
町
村
一
丸
と
な
り

　
　
　
　
　
　
取
り
組
み
を

　
1
0
月
31
日
㈲
ク
ロ
ス
ー
0
中
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
地
域
の
大
学
進
学
率
の
向
上
、

人
材
育
成
と
地
域
の
振
興
を
目
的
に

「
十
日
町
地
域
高
等
教
育
機
関
設
立
・

誘
致
協
議
会
設
立
総
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
去
る
9
月
1
9
日
に

白
川
衆
議
院
議
員
が
呼
び
か
け
人
と
な

っ
て
開
催
さ
れ
た
「
高
等
教
育
機
関
設

立
・
誘
致
協
議
会
（
仮
称
）
準
備
会
」

を
き
っ
か
け
に
、
十
日
町
地
域
広
域
市

町
村
圏
の
6
市
町
村
長
（
事
務
局
十
日

町
市
）
が
発
起
人
と
な
り
準
備
を
進
め

県内の大学等設置状況

あいさつに立つ白川会長

て
き
た
も
の
で
す
。

　
総
会
に
先
立
ち
白
川
衆
議
院
議
員

は
、
「
こ
の
地
域
に
高
校
以
上
の
教
育
機

関
が
な
け
れ
ば
地
域
の
発
展
は
な
い
。

た
く
さ
ん
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
が
、

●

誘
致
協
議
会
を
設
立

こ
の
機
会
を
逃
す
と
当
分
の
間
誘
致
は

難
し
い
の
で
は
な
い
か
。
設
立
・
誘
致

に
つ
い
て
の
具
体
的
な
問
題
整
理
や
事

務
的
な
詰
め
を
行
い
、
地
域
の
総
力
を

上
げ
て
取
り
組
み
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
規
約
の
承
認
の
後
、
役

員
の
選
任
が
行
わ
れ
会
長
に
白
川
衆
議

院
議
員
、
副
会
長
に
本
田
十
日
町
市
長

と
南
雲
川
西
町
長
、
理
事
に
小
林
津
南

町
長
、
山
本
中
里
村
長
、
関
谷
松
代
町

長
、
村
山
松
之
山
町
長
、
監
事
に
滝
沢

十
日
町
商
工
会
議
所
会
頭
、
小
林
十
日

町
市
農
協
組
合
長
、
参
与
に
西
野
・
上

村
・
村
松
県
議
会
議
員
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
引
き
続
き
、
調
査
・
研
究
、
先

進
地
視
察
、
情
報
収
集
等
が
盛
り
込
ま

れ
た
平
成
6
年
度
事
業
計
画
と
予
算
が

承
認
さ
れ
、
最
後
に
決
議
文
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
．

学　校　名 区分 所　荘

新　　潟　　大　　学 国立 新潟市

長岡技術科学大学 国立 長岡市

上越教育大学 国立 上越市

国　　際　　大　　学 私立 大和町

日本歯科大学新潟歯学部 私立 新潟市

新潟薬科大学 私立 新潟市

新潟産業大学 私立 柏崎市

敬和学園大学 私立 新発田市

新潟国際情報大学 私立 新潟市

長岡造形大学 私立 長岡市

新潟経営大学 私立 加茂市

新潟大学商業短期大学部 国立 新潟市

新潟大学医療技術短期大学部 国立 新潟市

県立新潟女子短期大学 公立 上越市

新潟県立看護短期大学 公立 上越市

新潟青陵女子短期大学 私立 新潟市

新潟工業短期大学 私立 新潟市

新潟中央短期大学 私立 加茂市

長岡短期大学 私立 長岡市

日本歯科大学新潟短期大学 私立 新潟市

長岡工業高等専門学校 国立 長岡市

サザン・イリノイ・

ユニバーシティ新潟校
私立 中条町

（単位：人・％）十日町地域の高等学校卒業後の状況

区分
卒薬者総数

大学・短
大等進学
者数（A）

専修学校
縛門諜程）

進学者数（鋤

専修学校
（一般課樹等

入学者魏C）

就職者数
無業者数
ほ　　か

進学率　（A〉
進学率
　（B） 就職率

計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女

新潟県
　計

33，776 16，633 17，143
3，711

（19）

5，180

（57）

3，225

（21）

4，063

（77）

3，180

（28）

1，821

（176）
5，985 5，424 532 655 26．3 22．3 30．2 21．6 19．4 23．7 34．9 36．4 33．4

十目町
地　域

1，118 615 503
103

（1）

116

（3）

168

（5）

143

（3）

100

（2）

　24
（1）

228 208 16 12 19．6 16．7 23．1 27．8 27．3 28．4 40．3 38．4 42．7

十日町市 621 358 263
　82
（1）

　83
（1）

　73
（4）

69

（1）

77 14
117 93 9 4 26．6 22．9 31．6 22．9 20．4 26．2 34．9 34．1 36．1

新潟県平成6年度学校基本調査結課報告書（平成6年5月1日）

　
　
決
　
　
議
　
　
文

　
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
十
日

町
圏
域
は
織
物
と
農
業
を
中
心
に
発
展

し
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
は
産
業
、
経

済
構
造
の
大
き
な
変
革
の
中
で
経
済
の

低
迷
傾
向
が
続
き
、
若
い
世
代
の
圏
域

外
へ
の
流
出
が
続
い
て
い
ま
す
。
じ
か

し
な
が
ら
、
交
通
体
系
が
整
備
さ
れ
、

余
暇
や
ゆ
と
り
を
大
切
に
す
る
時
代
を

迎
え
雪
や
温
泉
な
ど
の
観
光
資
源
を
活

か
し
た
地
域
振
興
策
が
功
を
奏
し
、
活

性
化
の
兆
し
も
見
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
地
域
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
は
「
人

づ
く
り
」
と
い
わ
れ
る
今
日
、
人
材
育

成
と
若
い
世
代
の
地
域
へ
の
定
着
は
当

圏
域
の
悲
願
で
あ
り
ま
す
が
、
高
等
教

育
機
関
が
存
在
し
な
い
こ
と
も
あ
り
、

ま
た
県
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
大
学
校

も
県
人
口
に
対
し
て
少
な
く
、
大
学
進

学
率
は
極
め
て
低
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
改
善
策
と
教
育
振
興
は
急
務
の
課

題
と
鴇
え
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
十
日
町
圏
域

に
高
等
教
育
機
関
の
設
立
、
誘
致
を
図

り
、
優
秀
な
人
材
の
育
成
、
人
と
人
と

の
交
流
を
通
し
た
地
域
の
産
業
、
文
化

の
活
性
化
こ
そ
が
圏
域
の
課
題
解
決
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
十
日
町
圏
域
に
高
等
教
育

機
関
を
設
立
・
誘
致
す
る
よ
う
関
係
機

関
に
広
く
呼
び
掛
け
、
目
的
を
実
現
す

る
た
め
鋭
意
努
力
す
る
こ
と
を
誓
い
、

決
議
す
る
。

　
平
成
6
年
1
0
月
31
日

　
　
　
　
十
日
町
地
域
高
等
教
育
機
関

　
　
　
　
　
　
　
設
立
・
誘
致
協
議
会

4



第
2
7
回
『
市
美
術
展
』
入
賞
者

　
　
　
　
　
2
6
8
点
の
力
作
が
出
展

　
第
2
7
回
市
美
術
展
が
、
1
0
月
2
2
日
か

ら
2
4
日
ま
で
市
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
か
ら
新
た
に
「
新
潟
日

報
美
術
振
興
賞
」
が
加
わ
り
、
審
査
の

結
果
、
次
の
皆
さ
ん
が
入
賞
し
ま
し
た
。

■
日
本
画
（
出
品
1
5
点
）

▼
市
展
賞
　
関
口
守
次
（
田
中
町
東
）

▼
奨
励
賞
　
松
崎
幸
子
（
西
本
町
2
）

▼
佳
作
　
村
山
　
忍
（
新
座
2
）
春
川

　
雅
英
（
四
日
町
中
原
）

層
洋

▼
市
展
賞

▼
奨
励
賞

小
林
幸
一

原
）

▼
佳
作

画
（
出
品
37
点
）

酒
井
通
一
（
本
町
2
）

込
田
昭
平
（
小
千
谷
市
）

（
津
南
町
）
押
木
茂
樹
（
上

　
　
　
　
小
海
清
司
（
四
日
町
2
）
関

　
口
耕
二
（
袋
町
中
）
近
藤
忠
男
（
小
千

谷
市
）
滝
沢
礼
子
（
津
南
町
）
大
島

嗣
美
（
中
里
村
）
丸
山
　
司
（
為
永
）

▼
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞
　
野
本
幸
子

　
（
桑
原
）

堕
版
画
（
出
品
2
9
点
）

▼
市
展
賞
　
田
中
善
男
（
小
千
谷
市
）

▼
奨
励
賞
　
小
杉
瑞
恵
（
下
条
本
町
）

　
田
中
良
平
（
川
西
町
）
阿
部
松
三
（
大

黒
沢
2
）

▼
佳
作
　
小
林
マ
リ
子
（
下
条
本
町
）

橋
本
三
郎
（
高
田
町
3
南
）
桑
原
昭

　
夫
（
桜
木
町
）
斎
木
文
夫
（
美
雪
町

　
2
）
中
林
辰
男
（
西
寺
町
）

■
前
衛
（
出
品
1
1
点
）

▼
市
展
賞
　
さ
か
い
み
ち
か
ず
（
本
町
2
）

▼
奨
励
賞
青
少
年
ホ
ー
ム
華
道
部

　
（
学
校
町
－
）

▼
佳
作
　
村
山
正
彦
（
中
条
旭
町
）

　
　
ち
ょ
う

■
彫

▼
市
展
賞

▼
奨
励
賞

▼
佳
　
作

杉
元
義

■
工

▼
市
展
賞

▼
奨
励
賞

　
そ塑

（
出
品
7
点
）

松
田
　
大
（
下
町
）

小
宮
山
晃
夫
（
下
町
）

渡
辺
正
範
（
川
西
町
）
小

（
四
日
町
2
）

悲
云
（
出
品
4
2
点
）

大
谷
喜
佐
子
（
学
校
町
2
）

桑
原
昭
夫
（
桜
木
町
）
市

村
久
子
（
本
町
6
1
3
）
越
村
騰
（
新

座
3
）

▼
佳
　
作
　
藤
ノ
木
正
一
（
中
里
村
）

保
坂
義
男
（
南
鐙
坂
）
吉
田
公
民
館

焼
物
教
室
（
北
鐙
坂
3
）
雲
谷
沙
代

子
（
高
山
4
）
星
名
好
男
（
川
治
下

　
町
2
）
金
井
正
一
（
水
沢
1
）
池
田

政
雄
（
稲
荷
町
1
）
大
谷
哲
雄
（
学

校
町
2
）

■
書

▼
市
展
賞

▼
奨
励
賞

口
節
子

1
）

▼
佳
　
作 田

中
武
彦

阿
部
理
恵

　
（
下
条
本
町
）

村
）
上
村
千
代
子

吉
次
（
本
町
1
下
）
関
谷
美
縮
子
（
本

　
町
1
下
）
内
山
純
一
（
津
南
町
）
羽

龍
時
夫
（
錦
町
2
）
山
岸
玲
子
（
六

日
町
）

■
写
真
（
出
品
7
3
点
）

▼
市
展
賞
　
茂
野
孝
志
（
川
西
町
）

▼
奨
励
賞
　
山
田
令
三
（
六
日
町
）
鈴

木
蘭
（
本
町
6
1
3
）
池
田
鉄
夫

　
（
春
日
町
3
）
石
川
哲
司
（
田
川
町

　
1
）
仲
　
淳
（
小
千
谷
市
）

▼
佳
　
作
　
せ
き
ぐ
ち
か
ず
あ
き
（
塩

沢
町
）
阪
東
健
次
郎
（
高
田
町
5
）

山
賀
規
司
（
上
新
田
1
）
阿
部
嘉
彦

　
（
塩
沢
町
）
青
木
和
雄
（
塩
沢
町
）

宮
澤
健
二
（
小
黒
沢
）
南
雲
徳
栄
（
関

根
1
）
冨
沢
俊
久
（
津
南
町
）
南
雲

幸
男
（
川
西
町
）
高
橋
健
吉
郎
（
川

原
町
）
生
越
武
好
（
上
新
田
3
）
樋

熊
フ
サ
子
（
新
座
4
1
1
）
中
林
正

　
一
（
上
町
）
桜
井
大
士
（
長
岡
市
）

杵
渕
勝
（
小
千
谷
市
）
田
村
正
夫
（
小

千
谷
市
）

道
（
出
品
5
4
点
）

金
子
栄
子
（
上
川
町
）

和
田
良
一
（
大
和
町
）
田

（
本
町
2
）
田
中
澄
雄
（
姿

　
　
　
（
寿
町
2
1
3
）

志
田
喜
代
子
（
大
和
町
）

　
（
田
川
町
2
）
丸
山
直
樹

　
　
関
谷
寿
美
子
（
中
里

　
　
　
　
（
川
西
町
）
関
谷

叢・

獄濁

議

巌

題

5
年
連
続
優
勝
、
都
大
路

～
第
4
5
回
県
高
校
駅
伝
競
走
大
会
～

　
　
　
　
十
日
町
高
校
男
子
駅
伝
チ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
じ
　
み

ム
は
、
1
1
月
2
6
日
㈹
新
発
田
市
五
十
公

の野
公
園
陸
上
競
技
場
付
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー力走する5区の斎藤選手

へ

ス
で
行
わ
れ
た
大
会
で
、
5
年
連
続
1
0

回
目
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
7
区
間

42

・
1
9
5
忌
を
2
時
間
1
4
分
5
8
秒
で

走
破
し
、
1
2
月
2
5
日
㈲
京
都
市
で
開
か

れ
る
全
国
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し

ま
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬

称
略
）
1
区
口
井
ノ
川
一
彦
（
3
年
）
、

2
区
H
瀬
沼
哲
司
（
1
年
）
、
3
区
H
見

物
芳
晃
（
3
年
）
、
4
区
“
渡
貫
克
典

（
3
年
）
、
5
区
H
斎
藤
剛
（
1
年
）
、

6
区
“
仲
広
樹
（
1
年
）
、
7
区
H
中
川

匡
（
1
年
）

し
ろ
や
ま
ひ
め

自
山
姫
神
社
の
改
築
工
事
終
了

　
　
　
　
　
～
4
日
遷
宮
式
、

　
　
　
　
旧
馬
場
村
の
総
鎮
守
白
山
姫

神
社
（
吉
楽
勝
太
郎
宮
司
、
太
田
忠
勝

氏
子
総
代
）
の
改
築
工
事
が
終
了
し
ま

し
た
。
4
日
夜
は
馬
場
町
内
全
戸
が
消

灯
し
、
し
め
や
か
に
遷
宮
式
が
行
わ
れ
、

5
日
夜
は
大
花
火
大
会
や
演
劇
な
ど
の

催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
神
社
は
、
入
母
屋
千
鳥
破
風
造
り

　
　
　
　
　
ひ
の
き

で
、
材
質
は
檜
や
杉
を
使
い
、
今
ま
で

　
　
　
　
　
　
け
や
き

使
わ
れ
て
い
た
樺
造
り
の
彫
刻
を
修
理

し
て
組
み
込
み
、
風
格
と
重
厚
さ
を
か

も
し
出
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
人
の
寄

5
・
6
目
秋
季
大
祭
～

　
付
な
ど
総
事
業
費
4
、
5
0
0
万
円
で

　
完
成
し
ま
し
た
。

完成した白山姫神社

5　とお’』げ蓄3　平成6年11月10日



赴團一

4、

●

　
1
1
月
3
日
㈱
（
文
化
の
日
）
に
秋
の
叙
勲
が
発
表
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
た
方
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
晴
れ
の

栄
誉
に
輝
か
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

勲
四
等
旭
日
小
綬
章

　
　
（
地
方
自
治
功
労
）

丸山尚政さん
（水沢2・72歳）

　
前
市
長
の
丸
山
さ
ん
は
、
昭
和
34
年

4
月
に
水
沢
村
議
会
議
員
に
当
選
し
て

以
来
、
市
議
会
議
員
を
4
期
1
6
年
、
市

長
を
2
期
8
年
、
通
算
2
7
年
の
長
き
に

わ
た
り
地
方
自
治
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
、

今
回
の
叙
勲
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　
市
議
会
議
員
当
時
の
1
6
年
間
に
は
、

通
算
5
年
5
か
月
に
わ
た
っ
て
副
議
長

を
。
ま
た
、
5
0
年
5
月
か
ら
罰
年
4
月

ま
で
の
4
年
間
は
議
長
と
し
て
、
議
会

の
円
滑
な
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

60
年
1
2
月
に
は
市
長
に
当
選
．
市
長
時

代
の
2
期
8
年
間
に
は
、
県
内
最
高
と

な
っ
た
公
債
費
比
率
2
0
％
を
7
年
間
で

14

％
に
引
き
下
げ
、
財
政
の
立
て
直
し

に
貢
献
。
ま
た
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
に

着
工
す
る
な
ど
、
市
の
経
済
・
福
祉
・

文
化
の
向
上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

勲
六
等
端
宝
章

　
　
（
防
災
功
労
）

村山勇吉さん
　（野中・71歳）

　
村
山
さ
ん
は
、
昭
和
1
3
年
2
月
か
ら

42

年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
消
防
団
業

務
に
従
事
し
、
防
災
功
労
者
と
し
て
叙

勲
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
班
長
や
部
長
、
分
団
長
等

を
務
め
て
き
ま
し
た
。
4
4
年
に
は
、
県

知
事
か
ら
精
勤
章
、
54
年
に
は
消
防
庁

長
官
か
ら
永
年
勤
続
功
労
章
を
受
章
し

て
い
ま
す
．

“一
4、

・
表
彰

藍
　
綬
　
褒
　
章

　
　
（
統
計
調
査
功
績
）

保坂久一さん
（南鐙坂・66歳）

　
保
坂
さ
ん
は
、
昭
和
2
5
年
か
ら
現
在

に
至
る
ま
で
、
工
業
統
計
調
査
3
3
回
、

国
勢
調
査
9
回
、
農
業
セ
ン
サ
ス
7
回

な
ど
多
く
の
統
計
調
査
に
従
事
し
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
調
査
の
完
全
実
施

と
統
計
思
想
の
普
及
な
ど
に
寄
与
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

農
林
水
産
功
労
で

　
　
農
林
水
産
大
臣
表
彰山田正吉さん

（四日町3・71歳）

山
田
さ
ん
は
、
市
の
農
業
委
員
と
し

吉
田
地
区
デ
イ
ケ
ア
事
業

　
　
～
お
年
寄
り
の
ね
た
き
り
予
防
に
効
果
～

　
　
　
　
市
で
は
、
十
日
町
保
健
所
、

や
ま
な
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち

の
協
力
を
得
て
、
吉
田
就
業
改
善
セ
ン

タ
ー
で
、
吉
田
地
区
デ
イ
ケ
ア
事
業
「
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卍
灘
、

ゲームを楽しむお年寄

達
者
会
」
を
開
い
て
い
ま
す
。
ね
た
き

り
や
痴
呆
（
ボ
ケ
）
な
ど
の
予
防
を
す

る
た
め
、
お
年
寄
り
か
ら
参
加
し
て
も

ら
お
う
と
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
お
年
寄
り

は
、
一
緒
に
昼
食
を
食
べ
た
り
、
簡
単

な
体
操
や
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し
な
が
ら

楽
し
い
1
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
会

は
5
月
か
ら
1
2
月
ま
で
の
月
1
・
2
度
。

　
市
で
は
会
の
運
営
を
手
伝
っ
て
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
、
保
健
衛
生
課
保
健
衛
生

係
（
盈
5
7
1
3
1
1
1
内
線
m
・
毘
）
へ
。

十
日
町
・
妻
有
シ
ョ
ツ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
～
下
島
に
地
域
初
の
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
．
～

　
　
　
　
中
魚
・
十
日
町
地
域
で
最
大

規
模
の
十
日
町
・
妻
有
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ澄みわたった空の下でオープニング

セ
ン
タ
ー
（
妻
有
S
C
）
が
、
1
1
月
2

日
㈹
午
前
9
時
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

本
田
市
長
ら
関
係
者
の
く
す
玉
割
り
の

あ
と
、
十
日
町
大
太
鼓
の
鳴
り
響
く
中

買
い
物
客
が
次
々
と
各
店
舗
に
す
い
込

ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
妻
有
S
C
は
、
地
元
若
手
商
店
主
が

地
域
間
競
争
に
耐
え
得
る
S
C
の
建
設

を
打
ち
上
げ
、
ジ
ャ
ス
コ
、
ア
ー
ク
ラ

ン
ド
サ
カ
モ
ト
の
出
店
を
核
と
し
て
実

現
し
た
も
の
。
敷
地
面
積
6
3
、
6
0
0

平
方
層
、
店
舗
面
積
1
4
、
6
3
4
平
方

材
は
、
地
域
最
大
の
売
り
場
面
積
で
す
。
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て
昭
和
3
5
年
7
月
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
、
1
2
期
34
年
の
長
き
に
わ
た
り
地
域

農
業
、
農
地
行
政
の
近
代
化
に
鋭
意
努

力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
功
績
が
認

め
ら
れ
、
1
0
月
2
8
日
新
潟
市
の
ホ
テ
ル

新
潟
に
お
い
て
農
林
水
産
大
臣
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

公
衆
衛
生
事
業
功
労
で

　
　
　
厚
生
大
臣
表
彰

池田慶作さん
（下条本町・80歳）

　
池
田
さ
ん
は
、
下
条
本
町
衛
生
組
合

長
を
は
じ
め
、
住
み
郷
中
魚
沼
支
部
長
、

同
十
日
町
分
会
長
等
を
歴
任
。
環
境
美

化
活
動
や
環
境
衛
生
組
織
の
育
成
に
鋭

意
努
力
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
1
0
月

19

・
2
0
日
に
新
潟
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第

27
回
全
国
保
健
衛
生
大
会
」
の
席
上
、

厚
生
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

市
が
体
力
つ
く
り
国
民

　
　
会
議
議
長
賞
を
受
賞

　
1
0
月
1
5
・
1
6
日
、
高
知
県
春
野
町
で

開
催
さ
れ
た
「
第
3
6
回
健
康
・
体
力
つ

く
り
運
動
推
進
全
国
大
会
」
の
席
上
、

十
日
町
市
が
体
力
つ
く
り
国
民
会
議
議

長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
市
が

日
本
一
の
健
康
都
市
づ
く
り
を
目
指
し
、

市
民
対
象
の
各
種
大
会
や
検
健
診
事
業

を
行
い
、
そ
の
成
果
が
顕
著
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
た
め
で
す
。

全
国
地
区
衛
生
組
織

　
　
　
連
合
会
会
長
表
彰

　
池
田
さ
ん
と
根
津
さ
ん
は
、

わ
た
り
、
住
み
郷
十
日
町
分
会
の
推
進

委
員
及
び
中
魚
沼
支
部
評
議
員
と
し
て

各
種
行
事
・
研
修
会
等
の
衛
生
組
織
活

動
や
環
境
美
化
運
動
に
積
極
的
に
参
加

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
功
績
が
認
め

ら
れ
、
全
国
地
区
衛
生
組
織
連
合
会
会

長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

商
工
業
振
興
功
労
で

　
　
　
県
知
事
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
）

髪根津龍雄さん池田牛之助さん
に　　（中町・74歳）　　（中条八幡・80歳）

小林辰雄さ
（本町4・66歳

　
小
林
さ
ん
は
、
昭
和
4
2
年
4
月
か
ら

商
工
会
議
所
常
議
員
と
し
て
2
7
年
間
に

わ
た
り
、
商
工
業
界
の
振
興
に
従
事
。

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
n
月
3
日
県

庁
に
お
い
て
商
工
業
功
労
者
と
し
て
県

知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

体
育
振
興
功
労
で

　
　
　
県
知
事
表
彰

関ロ文二郎さん

（諏訪町・70歳）

　
関
口
さ
ん
は
、
昭
和
2
7
年
に
十
日
町

剣
友
会
を
創
設
し
、
そ
の
後
理
事
に
就

任
、
58
年
に
は
会
長
に
推
挙
さ
れ
、
現

在
仁
至
る
ま
で
、
4
2
年
の
長
き
に
わ
た

り
地
域
剣
道
界
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

n
月
3
日
県
庁
に
お
い
て
体
育
振
興
功

労
者
と
し
て
県
知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。

「
新
潟
県
健
康
づ
く
り
」
で

　
　
　
県
知
事
表
彰

鈴木幸子さん
　（水口・59歳）

　
鈴
木
さ
ん
は
、
十
日
町
市
食
生
活
改

善
推
進
委
貝
ど
し
て
2
7
年
の
長
き
に
わ

「
記
念
缶
ビ
ー
ル
」
を
発
売
中

～
雪
ま
つ
り
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
“
ネ
ー
ジ
ュ
”
を
デ
ザ
イ
ン
～

　
　
　
　
雪
ま
つ
り
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
”
ネ

ー
ジ
ュ
”
を
デ
ザ
イ
ン
に
使
用
し
た
、

グ
ッ
ズ
や
お
菓
子
が
好
評
を
博
し
て
い

ま
す
．

　
こ
の
ほ
ど
ネ
イ
ジ
ュ
と
雪
上
力
ー
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繋
循

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懸
、
籠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
捻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
言
口

バ
ル
ス
テ
ー
ジ
を
デ
ザ
イ
ン
に
し
た
雪

ま
つ
り
記
念
缶
ビ
ー
ル
（
3
5
0
謡
）

が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
酒
店
で

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

　
ネ
ー
ジ
ュ
は
、
十
日
町
高
校
出
身
で
、

世
界
的
に
も
有
名
な
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
小

　
　
あ
き
ら

野
塚
秋
良
さ
ん
が
、
第
4
5
回
雪
ま
つ
り

を
記
念
し
て
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
ネ
ー
ジ
ュ
を
使
用
し
た
商
品
等

の
製
作
に
つ
い
て
は
、
十
日
町
雪
ま
つ

り
実
行
委
員
会
（
会
長
本
田
市
長
・
商

光
観
光
課
観
光
係
内
費
5
7
－
3
1
1
1

内
線
魏
・
鵬
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

た
り
、
食
生
活
改
善
事
業
に
従
事
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

10

月
1
9
日
新
潟
県
民
会
館
で
行
わ
れ
た

「
新
潟
県
健
康
づ
く
り
県
民
大
会
」
の

席
上
県
知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

献
血
功
労
者
表
彰

　
～
1
団
体
・
2
個
人
～

喜びの受賞（県庁にて）

10
月
1
7
日
㈲
、
，
県
庁
で
平
成
6
年
度

新
潟
県
献
血
功
労
者
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
十
日
町
砂
利
㈱
に
献
血
推
進
協
力

団
体
と
し
て
厚
生
大
臣
か
ら
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
日
町
砂
利
㈱
は
、
昭
和
4
3
年
以
来

25

年
間
に
わ
た
り
、
献
血
の
推
進
に
貢

献
さ
れ
、
そ
の
実
績
が
特
に
優
秀
で
他
の

模
範
に
な
る
と
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
高
橋
芳
邦
さ
ん
（
稲
荷
町
西
）
、

阿
部
正
彦
さ
ん
（
稲
荷
町
4
丁
目
）
に

献
血
功
労
者
と
し
て
県
知
事
か
ら
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
高
橋
さ
ん
と

阿
部
さ
ん
は
、
と
も
に
献
血
回
数
励
回

に
達
し
、
今
も
な
お
献
血
に
協
力
す
る

姿
勢
と
実
績
が
他
の
模
範
に
な
る
と
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
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今
年
は
、
春
か
ら
の
少
雨
、
夏
の
連
日
の
猛
暑
と
水
不
足
に
見
舞
わ
れ
、
農

家
の
皆
さ
ん
は
、
農
作
物
の
水
管
理
に
大
変
苦
労
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
冷

害
の
昨
年
に
比
べ
、
全
体
的
に
は
米
の
収
穫
量
は
ま
ず
ま
ず
。
お
い
し
い
「
魚

沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
が
食
べ
ら
れ
ま
す
。

　
市
で
は
、
昭
和
6
3
年
度
か
ら
中
魚
沼
米
消
費
拡
大
推
進
連
絡
会
（
十
日
町
市
、

中
魚
沼
郡
内
の
町
村
、
J
A
、
中
魚
沼
農
業
普
及
セ
ン
タ
ー
）
を
組
織
し
、
米

消
費
拡
大
と
日
本
型
食
生
活
の
普
及
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
の
米
緊
急
輸
入
と
ガ
ッ
ト
・
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
に
よ
り
、
外

国
米
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
身
近
で
安
全
な
お
米
に
目

を
向
け
、
改
め
て
お
米
の
お
い
し
さ
を
か
み
締
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

伝
え
て
ほ
し
い
！
素
朴
な
味
と
技
術

推
進
連
絡
会
の
会
員
が
、
小
川
キ
イ
　
＼
ま
す
。

さ
ん
（
尾
崎
）
と
宮
沢
リ
ツ
さ
ん
（
小

黒
沢
）
に
教
わ
り
な
が
ら
、
笹
だ
ん
ご

作
り
を
し
ま
し
た
。
自
然
の
味
、
郷
土

の
味
を
大
切
に
し
、
手
作
り
加
工
に
励

ん
で
き
た
お
二
人
。
慣
れ
た
手
つ
き
で
、

日
ご
ろ
よ
く
作
っ
て
い
る
様
子
が
伺
え
＼

一生懸命こねました

■
材
料
　
も
ち
粉
…
4
合
、
う
る
ち
米

粉
…
6
合
、
よ
も
ぎ
（
冷
凍
）
…
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
会
員
た
ち
が
よ
う
や
く
す
げ
の
結
び

方
を
覚
え
る
と
、
い
つ
の
間
に
か
、
4
5

個
余
り
が
出
来
て
い
ま
し
た
。
ふ
か
し

た
て
で
ア
ツ
ア
ツ
の
笹
だ
ん
ご
は
、
つ

や
が
あ
っ
て
、
素
朴
な
甘
さ
で
、
お
い

し
い
と
の
こ
と
。
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
0
0
9
、
小
豆
あ
ん
（
小
豆
…
1
升
、

砂
糖
2
㎏
）
、
す
げ
、
笹
の
葉
、
笹
だ

　
ん
ご
の
素
（
だ
ん
ご
の
固
さ
に
よ
っ

　
て
、
好
み
で
入
れ
る
）
、
サ
ク
ラ
ン
（
小

豆
が
柔
ら
か
す
ぎ
る
と
き
は
入
れ
る
）

■
作
り
方
　
①
よ
も
ぎ
は
ゆ
で
て
お
き
、

　
ゆ
で
汁
ま
た
は
熱
湯
で
米
粉
を
こ
ね
、

耳
た
ぶ
位
の
固
さ
で
1
時
間
ね
か
す
。

②
も
う
一
度
こ
ね
か
え
し
、
1
口
大

　
に
ち
ぎ
り
、
小
豆
あ
ん
を
入
れ
て
ま

る
め
る
．
③
笹
の
葉
3
枚
で
く
る
み
、

す
げ
で
し
ば
っ
て
1
0
分
位
蒸
す
。

中魚沼米消費

拡大推進連絡会

欧
米
人
も
注
目
し
て

　
欧
米
に
お
い
て
食
べ
方
の
偏
り
か
ら
、
動
脈

硬
化
や
心
臓
病
、
高
血
圧
な
ど
の
成
人
病
や
、

肥
満
が
多
い
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
食
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
関
心
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。
炭
水
化
物
、
脂
肪
、
タ
ン
パ
ク
質

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
と
、
食
生
活
で
は
日
本

型
が
好
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
型
の
食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
「
お
米
」

を
中
心
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
代
表
的
な
メ

ニ
ュ
ー
「
ご
は
ん
に
お
味
噌
汁
、
焼
き
魚
、
煮
物
、

そ
し
て
漬
け
物
」
の
よ
う
に
、
ご
は
ん
を
と
り

ま
く
数
種
類
の
お
か
ず
か
ら
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く

栄
養
を
摂
取
で
き
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
考
え
て
み

て
も
、
洋
食
の
主
食
で
あ
る
パ
ン
と
比
べ
て
、

ご
は
ん
に
合
う
お
か
ず
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

ね
。
そ
れ
に
、
粉
に
し
た
小
麦
か
ら
つ
く
ら
れ

る
白
い
パ
ン
に
は
少
な
い
食
物
繊
維
も
ご
は
ん

の
魅
力
で
す
。
ま
た
、
お
米
の
タ
ン
パ
ク
質
は

良
質
で
、
人
体
内
で
は
合
成
で
き
な
い
必
須
ア

ミ
ノ
酸
を
含
ん
で
い
ま
す
の
で
貴
重
で
す
。

新潟県の一人当たりの米消費量

平成3年　　　　平成4年

68．3
賠

蟻1鎌
　羅 籔．7

kg

講．馨

鞭

県全国
（全国38位）

県全国
（全国23位）

い
る
日
本
型
食
生
活

たんぱく質日本型食生活

肪糖
9／圧

欧米型食生活糖

　
こ
れ
ら
の
知
識
を
得
た
健
康
食
愛
好
家
や
菜

食
主
義
者
、
働
き
ざ
か
り
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
で
、

欧
米
の
和
食
レ
ス
ト
ラ
ン
や
寿
司
バ
ー
は
、
昼

夜
を
問
わ
ず
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
海
外
で
こ
の
よ
う
に
高
い
評
価
を
受
け
な
が

ら
、
当
の
日
本
で
は
、
欧
米
型
食
事
や
イ
ン
ス

タ
ン
ト
食
品
の
利
用
が
定
着
し
、
ご
は
ん
を
食

べ
る
と
太
る
な
ど
と
い
う
誤
解
か
ら
か
、
米
の

消
費
量
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
平
成
4
年
に
は

米
ど
こ
ろ
新
潟
県
の
一
人
当
た
り
の
米
消
費
量

は
、
全
国
の
平
均
を
下
回
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

（
上
の
グ
ラ
フ
参
照
）

　
【
お
米
」
は
、
日
本
の
気
候
風
土
に
適
し
て

い
る
た
め
、
昔
か
ら
全
国
で
作
ら
れ
、
食
文
化

の
主
役
と
し
て
食
べ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
で
す

か
ら
、
日
本
人
の
体
に
も
合
っ
て
い
ま
す
。
お

米
の
良
さ
、
日
本
型
の
食
生
活
の
良
さ
を
改
め

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
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ご
は
ん
を
使
っ
た
お
い
し
い
メ
ニ
ュ

警戦繋

麺

懸
難
．
＾

■
材
料
（
4
人
分
）
　
米
…
2
カ
ッ
プ
、

　
水
…
2
カ
ッ
プ
、
合
わ
せ
酢
（
酢
…

　
1
／
5
カ
ッ
プ
、
塩
…
小
さ
じ
％
、

　
砂
糖
…
大
さ
じ
％
）
、
鮭
…
2
切
れ
、

　
き
ゅ
う
り
2
本
、
塩
…
少
々
、
白
ご

　
ま
…
少
々

■
作
り
方
　
①
米
を
炊
き
、
蒸
ら
し
た

　
ら
お
ひ
つ
に
移
し
て
合
わ
せ
酢
を
回

　
し
か
け
、
あ
お
ぎ
な
が
ら
切
る
よ
う

　
に
混
ぜ
、
人
肌
ま
で
冷
ま
す
。

②
鮭
を
焼
き
、
皮
と
骨
を
と
っ
て
ほ
ぐ

　
す
。

③
き
ゅ
う
り
の
薄
切
り
は
、
塩
で
も
ん

　
で
さ
っ
と
水
洗
い
を
し
て
、
水
気
を

　
と
る
。

④
①
に
②
③
と
白
ご
ま
を
混
ぜ
る
。

1

■
材
料
（
1
0
本
分
）
　
残
り
ご
は
ん
…

　
適
量
、
春
巻
き
の
皮
…
1
0
枚
、
む
き

　
え
び
…
1
0
0
9
、
豚
も
も
肉
…
1

　
0
0
9
、
た
け
の
こ
…
5
0
9
、
し
い

　
た
け
…
2
個
、
し
ょ
う
ゆ
…
大
さ
じ

　
5
％
、
酒
…
大
さ
じ
ー
、
砂
糖
…
小

　
さ
じ
2

■
作
り
方
　
①
た
け
の
こ
、
し
い
た
け
、

　
豚
肉
は
細
切
り
．

②
油
を
熱
し
た
鍋
で
材
料
を
妙
め
、
調

　
味
料
を
加
え
て
妙
め
る
。

③
残
り
ご
は
ん
に
②
を
混
ぜ
、
1
0
等
分

　
に
す
る
。

④
春
巻
の
皮
で
③
を
包
み
、
水
溶
き
の

　
小
麦
粉
で
留
め
て
、
油
で
揚
げ
て
出

　
来
上
が
り
．

“

●●

誤
解
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

■
誤
解
そ
の
ー
　
ご
は
ん
は
太
る
？

　
ご
は
ん
は
パ
ン
に
比
べ
て
も
低
カ
ロ
リ
ー
。

小
麦
の
よ
う
に
粉
食
で
摂
る
で
ん
ぷ
ん
は
消
化

が
早
く
、
脂
肪
を
合
成
す
る
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
の

分
泌
が
多
い
の
で
す
が
、
粒
食
の
ご
は
ん
は
、

イ
ン
シ
ュ
リ
ン
分
泌
が
少
な
い
の
で
脂
肪
の
蓄

積
が
抑
え
ら
れ
ま
す
。
デ
ン
プ
ン
は
毎
日
の
活

動
に
は
不
可
欠
な
栄
養
素
。
と
い
う
こ
と
は
、

太
り
た
く
な
い
人
に
こ
そ
、
ご
は
ん
食
が
最
適

な
の
で
す
．

　
　
　
米
璽
こ
め
輝
コ
メ

■
誤
解
そ
の
2
　
ご
は
ん
で
高
血
圧
？

　
ご
は
ん
は
味
が
淡
白
な
た
め
、
お
か
ず
が
昧

の
濃
い
も
の
に
偏
る
と
塩
分
の
摂
り
過
ぎ
か
ら

高
血
圧
に
。
ご
は
ん
に
は
血
圧
を
高
く
す
る
成

分
は
な
い
の
で
す
。
高
血
圧
予
防
に
は
、
塩
分

を
控
え
る
こ
と
と
、
柔
軟
な
血
管
を
つ
く
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
ご
は
ん
な
ら
幅
広
く
お
か
ず

を
選
べ
ま
す
。
魚
や
貝
、
豆
製
品
な
ど
優
良
な

タ
ン
パ
ク
質
を
含
む
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

すこやかボーヤ

　
化
学
肥
料
や
農
薬
を
で
き
る
だ
け
使

用
し
な
い
方
法
で
つ
く
ら
れ
る
「
低
農

薬
米
」
「
有
機
栽
培
米
」
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
．

　
「
特
別
栽
培
米
」
は
、
昭
和
62
年
に

制
度
が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。
生
産
者
と

消
費
者
の
直
接
販
売
に
支
え
ら
れ
生
産

量
は
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　
今
年
市
内
で
は
、
1
2
3
人
の
生
産

者
に
よ
っ
て
4
0
0
ト
ン
の
生
産
が
さ
れ

ま
し
た
。
こ
う
し
て
出
来
上
が
つ
た
お
米

は
、
市
内
を
は
じ
め
全
国
各
地
の
食
卓

6
、
8
0
0
戸
に
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
太
田
昌
義
さ
ん
（
北
鐙
坂
2
・
4
7
歳
）

が
代
表
を
つ
と
め
る
「
北
鐙
坂
グ
リ
ー

ン
ヒ
ル
ズ
」
で
は
、
カ
ル
ガ
モ
ー
0
0

羽
の
放
し
飼
い
に
よ
る
、
ユ
ニ
ー
ク
な

お
米
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
太
田

さ
ん
は
、
「
カ
モ
を
通
じ
て
子
供
た
ち
が

おいしいお米を作っています
　　～北鐙坂グリーンヒルズ～

雑草をカルガモが退治

自
然
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
。

初
め
て
の
や
り
方
に
戸
惑
い
な
が
ら
も

仲
間
と
と
も
に
汗
を
流
せ
た
こ
と
。
そ

し
て
な
に
よ
り
も
消
費
者
か
ら
『
お
い

し
か
っ
た
』
と
い
う
手
紙
を
頂
け
た
こ

と
が
最
大
の
収
穫
で
し
た
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
「
自
然
と
健
康
に
や
さ
し
い
」

お
米
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
遠
く
宮
崎

に
ま
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窪

騰
騰
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「十日町手話サークル」

　　（代表＝角山幸一）

　
　
　
　
　
　
鋼

手話の「アイ・ラブ・ユー」は世界共通です

　わたしたちは、手話を通じて人と人とのつながり、

友情や信頼関係を大切にしたいと思っている団体です。

昭和49年に県主催の手話講習会をきっかけにして生ま

れました。設立当初は会員数100人を数えました。現在、

会員は若い女性からお年寄りまでの40人。ろうあ者も

健常者も一緒に手話を学んでいます。

　活動は、毎週火曜日の午後7時30分から十日町市公

　　　　　　　　　　　　　　　灘轍

県の手話フェスティバルで手話劇を披露しました

民館で行っています。最初にみんなでビデオテープを

見てから、上達レベルに合わせたグループ毎で、会話

の練習をしています。会員の中には手話で落語の出来

る人もいて、今月の末、新潟市で開かれる「県高校生

ボランティア大会」で、落語を披露することになって

います。

　手話は54年ごろまで、ろうあ者の学校でも教えてい

ませんでした。ろうあ者同志が、先輩から後輩へ教え

伝えて来たという経緯があります。現在は、テレビの

「県からのお知らせ」の番組などで、手話を目にする

ことが多くなり、ろうあ者だけでなく大勢の健常者も

手話に関心を示してくれるようになりました。

　来年十日町市で、ボランティアの県大会が開かれま

す。わたしたちのサークルでは、大会を手伝ってくれ

るボランティアを募集しています。角山幸一（昼間・

勤務先盈68－4323）へご連絡ください。また、手話の

初心者講習会は、毎年春先に行っています。講習会前

にお知らせしますので、市報を見てください。

　
鰯
に
は
、
血
中
の
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
や
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
、

心
臓
や
肝
臓
の
疾
病
を
改
善
す
る
働
き

の
あ
る
タ
ウ
リ
ン
（
ア
ミ
ノ
酸
の
一
種
）

が
豊
富
で
す
。
ま
た
、
記
憶
力
の
向
上

　
　
　
　
ち
ほ
う

や
老
人
性
痴
呆
症
の
改
善
な
ど
の
作
用

が
あ
る
と
い
わ
れ
る
、
D
H
A
（
ド
コ

サ
ヘ
キ
サ
エ
ン
酸
）
が
多
く
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
し
ょ
う
が
と
み
そ
が
入
る
の

で
、
鰯
の
臭
み
が
な
く
な
り

ま
す
。
新
鮮
な
鰯
を
使
う
の

と
、
揚
げ
た
て
の
う
ち
に
食

べ
る
こ
と
が
、
お
い
し
く
食

べ
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

〈
作
り
方
〉

①
ご
ぼ
う
は
、
さ
さ
が
き
に

　
し
て
、
水
に
さ
ら
す
。
に

　
ん
じ
ん
は
千
切
り
に
す
る
。

匙
齋木良子さん

（北新田2・55歳盈57－0824）

分
　
　
　
　
揚
－
麦
大
－
少

人
㌢
本
、
…
小
…
じ
…

4
　
㌢
2
1
個
卵
、
粉
さ
し

　
　
1
5
…
…
1
（
％
栗
小
ろ

〉
尾
…
ん
り
…
料
じ
片
…
お

料
4
う
じ
う
ト
味
さ
、
ま
り

材
…
ぼ
ん
ゆ
マ
調
大
1
ご
す

く
鰯
ご
に
き
ト
※

②
鰯
は
、
手
開
き
に
し
て
包
丁
で
よ
く

　
た
た
き
、
す
り
鉢
で
滑
ら
か
に
な
る

　
ま
で
す
り
つ
ぶ
す
。

③
②
に
調
味
料
を
加
え
て
す
り
混
ぜ
る
。

④
③
に
①
を
加
え
て
、
手
の
平
の
半
分

　
位
の
大
き
さ
の
小
判
形
に
す
る
。

⑤
1
7
0
度
の
油
で
④
を
揚
げ
る
。

⑥
き
ゅ
う
り
は
桂
む
き
に
し
て
千
切
り

　
に
し
、
ト
マ
ト
は
飾
り
切
り
に
し
て

　
つ
け
合
わ
せ
に
す
る
。
（
季
節
の
果
物

　
で
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
）

にんじん…2㌢
きゅうり…1本
トマト…1個、揚げ油

※調味料（卵…1個、みそ…
　大さじ％、小麦粉…大さじ

　1、片栗粉…大さじ1、黒
　ごま…小さじ1、しょうが
　すりおろし…少々）

　　　や
　　働ま
　　　　な

　　　会

麺一難『吉

　　　　町

め裏
　　　　生

メ護
　　　　善
　一一推
　一一進
　　　　委

　繧
　　　　会
　　　　）

⑧
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β

⑱十日町幼児園

繊
孫
、
・

　
　
　
　
　
無
鱗

　
　
　
　
　
　
鰹

轟
難
幽
一
、

　　　まゆみ
金子真弓ちゃん
　　（6歳）

　わたしがなわとびをしている絵

だよ。なわとびは得意だから、た

くさんとべるんだ。

　　ゆうすけ
田村裕佑くん

　（6歳）

　諏訪神社に遊びに行って虫取り

をした絵だよ。虫の中では殿様バ

ッタがいちぱん好きなんだ。

　
　
　
ろ
子
謝

懸
ス
轟

ン
話

イポ

、

臓
欝

聖℃an　I　have　two　cheese　burgers？”

　　チーズバーガーを2つください

　簡単な様でも以外と手ごわいのが食事のオーダー。

注文以外の品が出てきた経験はありませんか。

A：Ca酬h認e①撫⑧cheese馳瞼e隔，o騰②
　　　隙re喩e面繍fries，a醐撫om翻iumCoke撃
　　　　（チ訟ズバーガー2つと、フライドポテトの犬
　　　と、コーラの中を2つくださ瞬〉

B：Yes．1就his③麺o◎Ffor隠re？（こちらでお
　　　召し上がりですか、お持ち帰りですか）

A：T◎顧。（持って帰ります）
B：④覇畿’ll　be翻el鴨fi枇een．112ドル15セント
　　　になります）

　複数の品物のオーダーは、食べ物に限らず①の様に
数を先に言い、次に品物の順です。また②の様に「大・

中・小」がある物は、サイズが先で品物が次です。③
は「お持ち帰りですか？」という決まり文句。璽聖togo”

がテイクアウトで、聖曜for　here”がその場で食べる場合で

すね。④ぱ曜that　wiII　be～”の略で、「合計で」という、
　　ぐ意味。また、値段は必ずしもドルやポン’ドなどの単位

をつけて言うとは限りません。アメリカドルだと、先
に言った数字がドル、次の数字がセントを表します。
3種類以上オーダーする時は、哩曙A，B，and　C”の様に、

最後の品物の前にだけandをつけます。オーダーミスで
多いのが、coffee（コーヒー）、Orangejuice（オレン
ジジュース）、vaniralcecream（バニラアイスタリー
ム）などです。いずれも日本語化したため、英語発音
の“f”、“r”、〉などが正確に発音されないためのミ

スです。一度試してみてください。

β
㌧
璽

島
田
ハ

　
十
三
歳
で
松
之
山
か
ら
田
畑
屋
さ
ん

へ
住
み
込
み
奉
公
に
来
た
ん
だ
て
の
。

そ
の
こ
ろ
は
問
屋
の
ほ
か
に
旅
館
も
し

て
い
て
毎
日
忙
し
か
っ
た
ん
そ
の
。

　
二
十
三
歳
で
東
京
の
い
と
こ
の
と
こ

ろ
へ
嫁
に
行
っ
た
ん
だ
ど
も
、
主
人
は

す
ぐ
海
軍
に
取
ら
れ
て
の
。
渋
谷
の
N

H
K
の
そ
ば
の
酒
屋
で
、
男
手
が
な
く

な
っ
た
ん
だ
ん
が
、
自
転
車
に
リ
ヤ
カ

ー
を
付
け
て
東
京
中
を
と
び
回
っ
た
て

の
。
そ
の
う
ち
配
給
所
に
さ
せ
ら
れ
て

の
。
お
か
げ
で
食
い
物
に
は
あ
ん
ま
り

困
ら
な
か
っ
た
ん
だ
て
の
。

　
空
襲
で
焼
け
出
さ
れ
て
松
之
山
へ
戻

っ
て
い
た
時
は
、
慣
れ
な
い
百
姓
仕
事

も
な
ん
で
も
し
た
て
の
。
そ
の
う
ち
主

。

ツ
オ
さ
ん

　
（
昭
和
町
3
・
8
0
歳
）

F
麟

人
が
戦
死
し
て
の
。

　
そ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
考
え
た
の
。
子

供
も
い
な
か
っ
た
し
…
…
。

　
十
日
町
で
、
母
親
が
亡
く
な
っ
て
子

供
が
5
人
も
い
て
困
っ
て
い
る
か
ら
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ち

や
ん
で
、
三
十
五
歳
で
こ
の
家
へ
来
た

ん
だ
て
の
。
そ
の
こ
ろ
は
十
日
町
の
駅

も
ね
え
し
、
昭
和
町
も
砂
利
道
で
の
。

着
る
物
も
あ
ん
ま
り
ね
え
し
、
食
い
物

も
配
給
で
大
変
だ
っ
た
て
の
。
そ
れ
で

も
皆
い
い
人
だ
っ
た
ん
だ
ん
が
、
あ
ん

ま
り
苦
労
し
た
と
は
思
っ
て
い
ね
え
て

の
。
子
供
も
一
人
さ
ず
か
っ
て
、
仲
良

く
暮
ら
せ
た
ん
だ
ん
が
、
わ
た
し
も
一

生
懸
命
頑
張
ら
れ
た
ん
だ
て
の
。

　
今
で
は
皆
成
長
し
て
、
幸
せ
だ
ぜ
の
。

公
民
館
で
詩
吟
や
習
字
の
と
き
に
仲
間

と
お
し
ゃ
べ
り
し
ら
ん
が
楽
し
み
だ
の
。

九
十
歳
で
亡
く
な
っ
た
主
人
が
、
あ
ん

ま
り
に
も
い
い
人
だ
っ
た
ん
だ
ん
が
、

わ
た
し
も
一
つ
で
も
見
習
い
た
い
と
思

っ
て
ら
ん
だ
て
の
。
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璽
馨
6
鯵
盒

熊
に
注
意
／

　
秋
の
深
ま
り
と
と
も
に
熊
の
活
動
が

活
発
と
な
り
ま
し
た
。
山
な
ど
へ
お
出

か
け
の
際
に
は
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
な
お
、
熊
に
関
す
る
情
報
が
あ
り

ま
し
た
ら
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
連
絡
先
　
農
林
課
林
政
農
災
係
（
費

　
内
線
鵬
・
謝
）
へ
。

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
八
幡
田
市
営
住
宅

　
　
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
4
階
建
）

　
▼
募
集
　
－
　
戸

　
（
6
畳
2
室
、
5
畳
－
室
、
D
K
）

　
▼
家
賃
2
9
、
4
0
0
円

■
新
座
県
営
住
宅

　
　
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
3
階
建
）

　
▼
募
集
　
2
　
戸

　
（
6
畳
1
室
、
4
畳
半
－
室
）

　
▼
家
賃
1
1
、
8
0
0
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
1
1
月
2
2

　
日
㈹
ま
で
に
克
雪
都
市
計
画
課
建
築

　
住
宅
係
（
費
内
線
％
）
へ
。

農
業
改
良

　
　
　
普
及
セ
ン
タ
ー

～
農
業
改
罠
普
及
所
の

　
　
　
　
　
　
　
名
称
が
変
更
～

　
県
で
は
、
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
改
良
普
及
所
の
名
称
を
農
業
改
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

普
及
セ
ン
タ
ー
に
、
1
1
月
1
日
か
ら
変

更
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
ど
お
り
農
業
技
術
や
経
営

等
の
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
中
魚
沼
農
業
改
良
普

　
及
セ
ン
タ
ー
（
智
5
7
1
5
5
1
8
）

　
へ
Q県

地
価
調
査
価
格

　
平
成
6
年
7
月
1
日
現
在
の
県
地
価

調
査
結
果
が
、
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
の
基
準
地
の
標
準
価
格
は
、
左

表
の
と
お
り
で
す
。
売
買
な
ど
の
と
き

に
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
か
ら
新
座
地
内
の
基
準
地
が

土
市
地
内
に
選
定
換
え
と
な
り
ま
し
た
。

　
参
考
図
書
等
は
、
地
域
開
発
室
で
閲

覧
出
来
ま
す
．

■
問
い
合
わ
せ
　
地
域
開
発
室
用
地
対

　
策
係
（
智
内
線
朧
）
へ
。

〈基準地の標準価格一覧表〉

区分 辮嚢、i地番衛i政匿） 癒　　絡

竃地

字春日86番（春日町1） 54，700円／m・

妻有町西二丁目7番5（妻有町西2〉 47，300円／m・

字上原子41番（袋町中） 64，200円／m・

南新田町二丁目4番15（南新田町2） 38，700円／m・

大字馬場丁1262番4ほか1筆（土市2） 17，000円／m・

字上原子164番4（高田町1） 100，000円／m・

字中割目寅甲406番14（西本町1） 58，900円／m・

林地 大字伊達甲1914番（伊達） 350，000円／10a

雇
用
保
険
法
が
改
正

　
来
年
4
月
1
日
よ
り
雇
用
保
険
制
度

が
大
幅
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

　
改
正
の
目
的
は
、
今
後
の
急
速
な
高

齢
化
や
女
性
の
職
場
進
出
が
増
え
た
こ

と
に
対
応
し
た
も
の
。
円
滑
な
職
業
生

活
の
継
続
を
援
助
し
、
進
め
る
た
め
、

給
付
制
度
を
設
け
る
な
ど
の
改
善
を
行

っ
た
も
の
で
す
．

■
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

▼
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
の
創
設

　
　
6
0
歳
時
点
に
比
べ
て
、
賃
金
額
が

　
8
5
％
未
満
に
低
下
し
た
状
態
で
雇
用

　
を
継
続
す
る
6
0
歳
以
上
65
歳
未
満
の

　
被
保
険
者
に
対
し
、
6
0
歳
以
後
の
賃

　
金
の
2
5
％
相
当
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
　
な
お
、
施
行
日
（
来
年
4
月
1
日
）

　
に
6
0
歳
以
上
6
5
歳
未
満
の
人
は
、
施

　
行
日
を
基
準
に
し
た
賃
金
と
の
比
較

　
と
な
り
ま
す
．

▼
育
児
休
業
給
付
の
創
設

　
　
－
歳
未
満
の
子
を
養
育
す
る
た
め

　
育
児
休
業
を
取
得
し
た
被
保
険
者
に

　
対
し
、
休
業
前
賃
金
の
2
5
％
相
当
額

　
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
そ
の
他

　
　
一
般
求
職
者
給
付
に
つ
い
て
も
失

　
業
中
の
生
活
の
安
定
、
再
就
職
を
進

　
め
る
た
め
、
高
年
齢
者
の
給
付
日
数

　
を
中
心
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日

　
町
（
智
5
7
1
2
4
0
7
）
へ
。

璽
羅
　
脳
塵

共
立
（
批
貌
）
セ
ミ
ナ
ー

　
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
本
当
に
そ
う
で
し
ょ
う

か
。
男
女
が
お
互
い
に
生
き
方
を
見
つ

め
直
す
機
会
の
一
つ
と
し
て
、
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
．

一
第
1
回
（
料
理
実
習
・
講
議
・

　
　
　
　
　
　
　
　
フ
リ
ー
ト
ー
ク
）

▼
と
　
き
　
1
2
月
3
日
ω
午
前
9
時
3
0

　
分
～
午
後
3
時
3
0
分

▼
と
こ
ろ
　
十
日
町
市
公
民
館

▼
定
　
員
　
3
0
人
（
先
着
順
）

▼
会
費
料
理
実
習
材
料
代
を
負
担

　
い
た
だ
き
ま
す
．

■
第
2
回
（
介
護
実
習
・

　
　
　
　
　
　
　
　
フ
リ
ー
ト
ー
ク
）

▼
と
　
き
　
1
2
月
1
7
日
㈹
午
後
0
時
3
0

　
分
～
4
時

▼
と
こ
ろ
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
コ
ニ

　
好
園
」

▼
定
　
員
　
3
0
人
（
先
着
順
）

▼
会
費
無
　
料

■
申
し
込
み
　
H
月
21
日
㈲
ま
で
に
十

　
日
町
市
公
民
館
（
盈
5
7
－
5
0
1
1
）

　
へ
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

新
沢
と
し
ひ
こ

駕
く
憩陰
O
コ
纏
糠
コ
ン
サ
ー
ト

■
と
　
き
　
n
月
2
0
日
㈲
午
後
3
時
3
0

　
分
～
（
開
場
H
午
後
3
時
～
）

一
と
こ
ろ
　
十
日
町
教
会
礼
拝
堂
（
十

　
日
町
高
校
正
門
前
）

■
前
売
り
　
2
、
0
0
0
円

■
問
い
合
わ
せ
　
前
売
り
券
販
売
所
等

　
は
、
富
井
（
昼
間
暦
5
7
1
8
0
4
5
）

　
ま
た
は
柳
（
夜
間
費
5
7
1
0
7
5
7
）

　
へ
．U

爆
鰹
編
謹
益

健
康
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
す
す
め

　
十
日
町
地
域
健
康
開
発
研
究
会
で

は
、
波
多
野
義
郎
氏
（
東
京
学
芸
大
学
教

授
）
を
招
い
て
、
公
開
講
座
を
開
き
ま
す
。

■
と
　
き
　
n
月
1
5
日
㈹

　
　
　
　
　
午
後
7
時
3
0
分
～

■
と
こ
ろ
　
ラ
ポ
ー
ト
十
日
町
4
階

■
参
加
費
　
会
　
員
日
無
　
料

　
　
　
　
　
会
員
外
H
5
0
0
円

■
問
い
合
わ
せ
　
新
潟
県
労
働
衛
生
医

　
学
協
会
十
日
町
検
診
セ
ン
タ
ー
（
智

　
52
1
6
1
9
6
）
へ
。

∞㎜

臼
人
間
ド
ッ
ク
で

　
　
　
　
　
健
康
チ
X
ッ
ク

　
国
民
健
康
保
険
で
は
「
一
日
人
間
ド

ッ
ク
」
受
診
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
費
用
の
5
割
を
助
成
し
ま

す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
健
康
チ
ェ

ッ
ク
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
対
象
者
　
①
国
保
加
入
の
4
0
歳
～
6
9

　
歳
（
大
正
1
3
年
4
月
2
日
～
昭
和
3
0

ブ2

嘱託員、除雪組合長等各町内1人以上の出席をお願いします。

ロと　き　11月16日㈱午後7時～　　ロところ　市民会館

■問い合わせ　建設課維持係（奮内線255・256）へ。

P
聯
－
『
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年
4
月
－
日
生
ま
れ
）
の
人
②
国
民

　
健
康
保
険
料
を
完
納
し
て
い
る
人

■
受
診
場
所
と
費
用

▼
厚
生
連
中
条
病
院

　
1
人
…
1
6
、
7
5
0
円
（
男
性
の

　
み
）

▼
新
潟
県
労
働
衛
生
医
学
協
会
（
十
日

　
町
病
院
前
）

　
1
人
…
1
8
、
0
2
5
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
保
険
証

　
と
印
鑑
を
持
参
し
、
保
健
衛
生
課
国

　
保
係
（
暦
内
線
幽
・
幽
）
へ
。

健
康
考
人
食
相
談
教
嚢

　
㈹
新
潟
県
栄
養
士
会
十
日
町
支
部
で

は
、
十
日
町
地
域
に
伝
わ
る
伝
統
的
な

料
理
の
講
習
会
を
開
き
ま
す
。

■
と
　
き
　
1
2
月
1
0
日
㈹

　
　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
2
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
市
公
民
館
調
理
室

■
対
象
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ま
た
は
お

　
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
そ
の
孫
の
2
人
1
組

■
定
員
2
0
組
（
先
着
順
）

目
参
加
費
無
料

■
内
　
容
　
実
習
（
黒
豆
御
飯
、
け
ん

　
ち
ん
汁
、
な
ま
す
な
ど
）
、
講
話
「
元

気
で
長
生
き
を
す
る
た
め
に
」

■
そ
の
他
　
調
理
の
出
来
る
服
装
（
三

角
巾
、
前
掛
け
、
タ
オ
ル
等
）
で
、

　
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
　
志
田
（
栄
養
士
会
十
日

町
支
部
事
務
局
・
十
日
町
小
学
校
内

　
費
5
7
－
1
8
3
5
）
へ
。

象
族
介
護
翻
窒

　
　
～
一
般
公
開
講
座
配
～

■
と
　
き
　
n
月
1
9
日
㈹

　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分

■
と
こ
ろ
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
「
三
好
園
」

■
内
　
容
　
須
賀
良
一
氏
（
厚
生
連
中

　
条
病
院
精
神
科
医
長
）
に
よ
る
、
「
お

　
年
寄
り
と
痴
呆
（
ボ
ケ
）
」
講
座
と
、

　
介
護
用
品
の
展
示
会

■
問
い
合
わ
せ
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

　
タ
ー
「
三
好
園
」
（
盈
5
6
－
2
1
0
6
）

　
へ
．

灌
審
の
相
談

　
つ
い
酒
を
飲
み
過
ぎ
る
人
や
そ
の
家

族
の
会
で
す
．

■
と
　
き
　
n
月
1
8
日
㈹

　
　
　
　
　
午
後
－
時
3
0
分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
（
暦
5
7

　
1
2
4
0
0
）
ま
た
は
保
健
衛
生
課

　
保
健
衛
生
係
（
智
内
線
m
・
毘
）
へ
。

心
の
健
康
相
談

■
と
　
き
　
1
1
月
2
5
日
働

融纐灘畿糖鞭蘇
【】明るい服装、早めのライトを心がけ

　ましょう。

　例年、夕暮れから夜間にかけて、交
通事故が多発して
　　　　　　　　　　　す

10月中の交通事故発生状況　（）は累計

市　町　村 発生件数 負傷者数 死者数

十日町市
平成6年 18（174） 19（205） 0（6）

平成5年 16（135） 16（142） 1（6）

川西町
津南町
中塁村

平成6年 7（88） 10（99） 0（2）

平成5年 17（95） 19（ll8） 1（5）

計
平成6年 25（262） 29（304） 0（8）

平成5年 33（230） 35（260） 2（11）

　　　　　バイク運転中の
　　も縄　　　　　　　高齢者が負傷
　　藍
　　　　　10月10日（日）午後1時30分ご
　　　　ろ、馬場地内の国道で、80歳
の男性運転のバイクと27歳の男性が運
転する普通乗用者が接触し、バイク運
転の高齢者が負傷しました。27歳男性
がバイクを追越そうとしたところ、対
向車があり、安全確認をしないでハン
ドルを左に切ったための事故です。

快適な暮らしにSマーク
～11月1目～30日はSマーク普及促進月間～

　＿　　　理容・美容・クリーニング

厚生大臣認可　あるお店へ。

　
　
　
　
　
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
担
　
当
　
柳
沼
医
師
（
五
日
町
病
院
）

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
ま
た
は

　
保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
へ
。

蟹
俸
寳
・
ス
ポ
ロ
ツ
晶

蟻
闇
ス
キ
ー
場

今
冬
か
ら
ナ
イ
タ
ー
営
業

　
1
2
月
1
7
日
ω
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
当

間
ス
キ
ー
場
。
今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
い
よ

市民体育館・。総合体育館國固の利用
■後期　11月～来年4月　■問い合わせ　総合体育館（盈52－4377）へ。

い
よ
ナ
イ
タ
ー
で
滑
ら
れ
ま
す
。

■
ナ
イ
タ
ー
開
始
予
定
　
1
2
月
2
5
日
㈹

■
営
業
時
間
　
午
前
8
時
～
午
後
9
時

　
（
ナ
イ
タ
ー
は
午
後
5
時
～
）

■
そ
の
他
　
①
ナ
イ
タ
ー
は
駐
車
場
料

金
無
料
②
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
ナ
イ
タ

　
ー
滑
走
可
能
（
土
・
日
曜
日
、
祝
祭

　
日
の
午
後
5
時
ま
で
は
、
滑
走
不
可
）

■
問
い
合
わ
せ
　
上
越
国
際
当
間
ス
キ

　
ー
場
（
暦
5
8
1
3
2
9
1
）
ま
た
は

商
工
観
光
課
観
光
係
（
盈
内
線
魏
・

鵬
）
へ
．

土

　
　
…

聾
簾
…
ソ
フ
圭
ス

　
　
…

　
　
一

テ
　
ニ
　
ス
一
テ
　
ニ
　
ス

　
　
一

　
慮

　
㎜

㊧
…
㊧

　
一
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ふ
る
里
の
歴
史
散
歩
⑫

hi

消
え
た
笠
置
開
拓
集
落

（
市
史
編
さ
ん
室
）

　
昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
、
住
み

慣
れ
た
土
地
を
離
れ
、
家
族
そ
ろ
っ

て
他
郷
へ
転
出
す
る
例
が
目
立
ち
は

じ
め
ま
し
た
。
集
落
内
の
戸
数
が
減

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

っ
て
い
く
こ
と
を
過
疎
現
象
、
全
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
出
て
い
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
挙
家

　
　
　
　
　
　

離
村
と
い
い
、
十
日
町
市
で
も
い
く

つ
か
の
集
落
が
消
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
飛
渡
地
区
の
笠
置
集
落

の
消
滅
は
、
そ
の
内
容
か
ら
見
て
意

味
の
ち
が
う
挙
家
離
村
で
し
た
。

　
昭
和
二
十
年
の
敗
戦
で
、
日
本
国

民
は
あ
ら
ゆ
る
面
で
「
ド
ン
底
」
の

生
活
に
落
ち
こ
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

極
端
な
食
糧
不
足
の
下
で
、
何
が
何

で
も
増
産
の
掛
け
声
と
と
も
に
、
新

し
く
開
墾
し
て
耕
地
を
つ
く
り
生
活

の
根
拠
地
を
定
め
よ
う
と
す
る
の
が

国
策
の
第
一
番
手
と
な
り
ま
し
た
。

　
笠
置
開
拓
計
画
は
、
飛
渡
地
区
上

田
原
集
落
か
ら
ニ
キ
。
耕
余
り
、
標
高

四
五
〇
材
の
位
置
に
あ
る
緩
傾
斜
地

を
開
き
、
新
し
い
村
落
を
建
設
し
よ

う
と
い
う
も
の
で
し
た
。
昭
和
二
十

一
年
の
雪
消
え
か
ら
戦
災
・
引
揚
者

な
ど
を
主
と
す
る
十
三
戸
が
入
植
し

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ん
よ
う

　
畑
作
を
中
心
と
し
、
緬
羊
飼
育
な

ど
畜
産
経
営
で
村
づ
く
り
す
る
と
い
－

う
明
る
い
計
画
も
、
唐
鍬
一
本
に
頼

る
だ
け
の
人
力
開
墾
と
山
間
高
冷
で

地
力
の
薄
い
条
件
の
下
で
は
全
く
効

果
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
よ
う

や
く
市
の
応
援
で
始
め
た
水
田
開
発

も
、
用
水
不
足
の
た
め
植
え
付
け
が

出
来
な
い
ま
ま
で
終
わ
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
ニ
ッ
チ
も
サ
ッ
チ
も
い
か
な
い
と

い
う
の
が
笠
置
開
拓
集
落
の
毎
日
で

し
た
。
一
時
は
十
四
戸
を
数
え
、
三

十
年
に
は
待
望
の
電
灯
も
付
い
た
の

に
、
三
十
四
・
三
十
六
年
と
離
村
者

が
続
き
、
最
後
ま
で
残
っ
て
い
た
六

戸
も
四
十
三
年
の
降
雪
前
に
と
う
と

う
山
を
下
り
ま
し
た
。
血
と
汗
と
涙

の
開
拓
二
十
年
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年

螺　、、　　霧㌦轟撫』讐－瀟

降雪の中、緬羊飼育に励む開拓民（昭和30

醗箋騒、　　　　　　縷　　　　　コウライテンナンショウ

　いつもより遅い紅葉もだいぶ深まってきました。野山の紅葉を遠

くから眺めるだけでなく、林の中に入ってみると別な秋の楽しみ方

もあるようです。鮮やかに色づいて熟した実も見ごろです。

　紹介した写真は、山地の林下、特にスギ林の下に多く生えるサト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎけいイモ科の多年草「コウライテンナンショウ」です。長い柄（為茎）

には、紫褐色のまだら模様があり、マムシのように見えます。林の

中で見つけると、マムシと見間違え、一瞬どきっとしてしまうこと

もあります。5～6月ころ、筒形の花のようなもの（写真左上）を
　　　　　　　　ぶつえんほう
つけます。これは「仏炎苞」とよばれ、サトイモ科の特徴です。仏

炎苞の中に軸があり、そこに小さな花が多数つきます1秋には、真

っ赤に熟した実をつけます。

　　今月の表紙
　　　　　　　　　　はばた
　今年4月から、「21世紀へ翔く十日

町　今ふるさとは40年」をテーマに

行われてきた市制施行40周年記念事

業も、11月3日（文化の日）に行わ

れた「記念式典」を最後にほぼ終了

しました。また、この日「伝統芸能

フェスティバル」、「とおかまち輸入

品フェアインコモ通り」、「大好き

夏祭り秋の陣」も行われ、市民総出

で40周年を祝った楽しい1日でした。

市の動き
（10目末日現在）

　45，696人（前目比＋26）

　22，523人（〃　＋17）

23，173人（〃　＋9）

ロ
男
女

人■

（前目比十36）12，739■世帯数

　
　
　
　
編
集
後
記

　
　
　
♂

□
市
制
施
行
4
0
周
年
を
記
念
し
た
「
市
勢

要
覧
」
が
よ
う
や
く
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

嘱
託
員
さ
ん
を
通
じ
て
全
世
帯
に
配
布
い

た
し
ま
す
。
風
景
写
真
の
撮
影
は
天
候
に

左
右
さ
れ
る
な
ど
、
苦
労
も
あ
り
ま
し
た

が
、
取
材
を
快
く
お
引
き
受
け
い
た
だ
い

た
大
勢
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
心
か
ら

感
謝
し
て
い
ま
す
。
出
来
栄
え
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
お
気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
当
係
ま
で
お
知
ら
せ
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

□
ま
た
、
広
聴
業
務
の
「
市
民
と
語
る
日
」

も
各
地
区
で
開
催
し
て
い
た
だ
き
、
2
～
3

の
地
区
を
残
す
だ
け
と
な
り
ま
し
た
。
最

近
は
め
っ
き
り
涼
し
く
な
り
、
8
月
こ
ろ

の
猛
暑
で
の
開
催
が
、
懐
か
し
く
さ
え
思

わ
れ
ま
す
．

　
皆
さ
ん
も
風
邪
な
ど
引
か
な
い
よ
う
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
㊥
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